
















3.2 製造現場における5Gの活用
5Gでは、新しいビジネスや多くのアプリケーションのために新しい周波数が利用でき

ます。5Gは免許が必要な周波数帯(ライセンスバンド)を利用しますが、国内では、新た

に3.7GHz帯、4.5GHz帯、および、28GHz帯の周波数帯域が割り当てられており、

クリーンで干渉が少ない広い帯域を存分に利用することができます。企業や自治体が

限られた範囲で利用するために構築する自営のネットワークで利用可能な「ローカル

5G」のための周波数が用意されています。5Gは、様々なサービス要求に応えるため

に、高速大容量、低遅延、多数接続といった高い通信性能を提供すると共に、無線資源

を集中管理して不要な干渉を抑制し、端末の認証によって高いセキュリティを実現して

います。屋内外問わず、製造現場を無線化する手段として、優れた特長を有しています

（図４）。

こうした5Gの特長を生かすことで工場改革につながるとの期待から、多くの企業が

製造現場における5G実証に取り組んでいます（表２）。

図４：5Gのアドバンテージ

多くの事業機会をもたらす
新しい周波数スペクトラム

新しいライセンスバンド

高性能

集中制御

広域カバレッジ

自営網への周波数割当て
（ローカル5G）

アプリケーションの
多数収容が可能

干渉を管理した
運用が可能

屋内外問わず一括での
監視・制御が可能

専用5Gシステムにより
個別ニーズへの最適化が可能

高速大容量

低遅延

多数接続

管理が容易

高いセキュリティレベル

様々なサービス要求に応える
高信頼セルラシステム

新
し
い
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

新
し
い
運
用

特長 アドバンテージ

9

© Flexible Factory Partner Alliance













4.1 製造現場のデジタル化
製造業では技能継承の問題が深刻化しており、製造・生産現場の技能のデジタル化に

取り組んでいる、あるいは取り組む意向がある企業が86％にのぼり、技能の見える

化、共有化が技能のデジタル化に取り組む理由のトップ(71%)になっています[7]。こ

れは匠の技といった技能をデジタル化し、誰もが匠になるための仕組みを構築するか、

あるいは技能者による作業を自動化する必要に迫られている実態を示しています。

オムロンでは、AI、IoTを活用したリアルタイムコーチングを行うシステムを開発してい

ます(図12)。多品種少量生産で人の作業が多い工場においては、担当作業者の習熟

度によって細かな動作が異なります。そこで、作業者の動作解析を行い適切な動作を

行っているかを感知し、必要があれば修正指示を行います。このシステムを活用するこ

とにより、ミスしやすい作業をサポートし、作業者が自身の習熟度を効率的に向上させ

ることが可能になります。

 

またシーメンス（ドイツ）のAmberg工場では、1000種類ものオートメーションシステム

関連の電子部品・製品を、毎月数百万個規模で製造しています。これを実現するため

に、5千万個ある製造工程のデータを収集し、産業用クラウド（MindSphere）を活用し

た高度な分析を行い、その結果が製造工程に反映されています。工場における自動化

率は75%に達し、作業者による製造の場合では500-600dpm(defect per million)

程度であった不良品率が12dpmにまで低減しました。生産の自動化率を向上させる

ことで、生産の効率性だけでなく、製品の品質確保も実現している事例になっています。

4. 無線通信を利活用した工場の将来像

図 12：作業者の動作解析イメージ (作業分析 :オムロン株式会社提供）
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